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72年生スギ人工林における埋土種子密度と種構成

高橋由佳・長谷川幹夫
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埋土種子が針葉樹人工林皆伐後の更新において果たす役割を明らかにするため，７２

年生スギ人工林において，埋土種子密度と種構成，伐採前後の林床植生，周辺二次林

の木本について調査を行なった。４７種，合計3786個/m2の埋土種子が検出され，そのう

ち95%は草本と低木で占められていた。伐採前の林床植生と埋土種子の種構成は大きく

異なっており，類似度は0.198～0206と低い値を示した。埋土種子が検出された木本１２

種のうち11種では，伐採範囲の周辺に種子源となった可能性のある成木が存在した。

１．はじめに

林業経営環境の悪化から，伐採後に再造林さ

れることなく放置される，いわゆる「再造林放

棄地」が増加し，将来的な森林資源の減少や植

生回復の遅れによる水土保全機能の低下が懸念

されており（吉田，2002)，対策を講じる上で

は，再造林放棄地がどういった要因でどのよう

に変化していくのかを明らかにすることが必要

である。

伐採などの撹乱によってギャップが生じたと

き，前生樹が待機している場合を除くと，天然

更新の初期段階には埋土種子が重要な役割を果

たすといわれている（荻野，1989)。人工林に

おける埋土種子研究には，近年幾つかの報告が

あるが，まだ未解明の点が多いと思われる（川

西ら，２００７；小谷，２００７；Sakaietaﾉ，2005)。

そこで本研究では，スギ人工林における埋土種

子が更新に果たす役割を明らかにするための基

礎資料とするため，埋土種子密度と種構成，伐採

前後の林床植生，周辺の木本の実態を調査した。

２．調査地と調査方法

2.1調査地の概要

調査地は富山県中新川郡立山町栃津地内

(36°３５′Ｎ，137。２１′Ｅ，標高375～470ｍ）

に位置する72年生スギ人工林約1.2haである。

伐採は2004年11月から2005年５月にかけて行な

われた。伐採前の林分概況を表-1に示す。調査

地付近（富山県森林研究所，標高238ｍ）の気
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象条件は，1990年～2007年の観測値では,年平

均気温が13.0℃，平均年間降水量が2468ｍｍ，

平均最大積雪深が101ｃｍである。調査地の地形

は，傾斜11。～45°の北向き斜面である。

2.2調査方法の概要

伐採前の2004年１０月に，伐採予定範囲を

10ｍ×10ｍの格子に区切り，その交点109箇所に

2ｍ×2ｍのコドラートを設置し（図-1)，そのう

ち35箇所で埋土種子調査のための土壌試料を採

取した。また，全てのコドラートにおいて，林

床植生を調査した（長谷川幹夫ら，未発表)。

併せて，伐採後の更新において母樹となる可能

性のある木本の情報を得るため，伐採範囲周辺

に存在する木本の調査も行なった（図子光太郎

ら，未発表)。それぞれの調査方法は次のとお

りである。

表－１調査地における伐採前のスギ林分の概況

所在地

標高
本数密度
平均樹高
平均胸高直径
材積

胸高断面積合計
伐採面積
伐採時の林齢
伐採時期

富山県立山町栃津地内
375～470ｍ

807本/hａ
24.5ｍ

33.0ｃｍ

912.6,3/hａ

77.7㎡/ｈａ
Ｌ２ｈａ

７２年生
2004年１１月～2005年5月



2.3 埋土種子

109筒所のコド ラー 卜のうちからなるべくラ

ンダムな自己目になるように35箇F庁を11IUI'，し 1

400ccの採土1"1簡を2段につなぎ合わせたものを

JTIいて ぷ而.f!'i100cm' 深さ 8cmの土岐試料

(容fl'l800cm')を各コドラ ートの外IWIて'1!呂ずつ

採取した(1到・1)。その|探，前年秋に散布され

た踊子を|徐くため。試料を鋭乱しないようにtl
なしてAol0を取り除いた。ニI::.IJA試料の採取は伐

採直後で祁側発~t íÌíiの2005:{f.4月下旬から 5月上

旬にかけて行なった。採取した土岐試料は持ち

帰り ノfーライトを9jj(き詰めたプラ ンターにWi
< ii;¥きLUしてガラス潟室内に設置し， 1lHl11m 

I~I !JVJで治水を行なった。5月から9月までのが，5

ヶ月WJに発生した全ての芽生えを識別し 砲の

同定を行って本数を数えた。

)jJ!土府l子の節子宮j阜 (D 個/m')は深さ

8cm までの土f)~ ' l'に合まれる?国.fl'i1m'あたり

の山土組子のfI~1数とし。次式を斤l いてr，I:æ，した 。

D = 11)(αx N) 

ただし 叫は全てのこI:.m試料から検wした極 t

の立n土組子数の合~'I" ，。は土I産試料l個あたりの

表而wでα:0.01(m')， Nは土決試料の合計 1悶

数で N:35とする。

2.4 林床植生

コドラート 11'1にIJ'，:BZする高さ2m以下のNf:TI
束植物全てについて ，極の同定を行い 1 自然高

O!l!のiitrE点の日さ， cm)と植被率(%)を測

定した。調査は伐採前の2004年10月と 伐採後

1シーズン経過した2005年10月の21m行なった。

2.5 周辺の木本

伐採範凶日Jill20m-50m(ニ存在する胸74直径

5cm以上の木本の樹額胸高直径樹高位低

風土燃を測定した 。 調査は2005il~4月に行なった。

3 結果と考察

3.1 i.里土種子の種構成

全ての土fJn¥料から検出 した旦n土胞子の合計

fluI数は13251附で組子密度は37861閤/m2て‘あっ

た(表・2)0 Hi数は科，属まで同定できたもの

を合めると少なくとも47種であった。スギ人工

林における早Hこl二組子の積数と積子'3'nlrについて

は両知県の67fjfi1064 1悶/m' (深さ5cm) (Sakai 

et al，2005) ，的玉県の30糧1867個/nr (深さ5cm)

24 
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図-2 生活型別の埋土種子密度
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(川西ら．2007）などの報告があり．これらと

比較すると極数は両者の中間で，種子密度はや

や高かったが，土壌試料を深くまで採取したこ

とも影群していると考えられる。

生活狸（宮脇ら，１９７８；長谷川，2007）別で

は，草木が29種82511I1iI（235711M/m2)，低木が7種

433個（1237個/ｍ２)，商木（長谷川、2007にお

ける分類の小尚木と大高木をあわせて高木とす

る）が8種64個（183個/ｍ２)，藤本が3種3個（9

11M/m2）で，種子密度は草本と低木で95%を占め

ていた（IXI-2)。

埋土極ｆ散の上位5種は，尚木ではフサザク

ラ，リョウブ，ヌルデ，タラノキ，アカメガシ

ワ，低木ではエゾアジサイ，タニウツギ，キブ

シ，ヒメコウゾ，サンショウ，’'１‘〔木では，ドク

ダミ，コナスビ，カラムシ，クサアジサイ，ウ

ヮバミソウであった。獅子散布様式（ill西，

1994）別に叩Ii数をみると，蚊本では瓜散布極の

割合が11.5かつた◎木本では，既報（小谷，

2007；SakaietaI,2005）にもいわれているように，

鳥による被食散布随の削合が問かつた（図-3)。
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のみ出現する極数を表す。瓶似度は0～1までの

値をとり，二つのサンプル間で出現極が全く同

じであれば1．全て異なっていれば0となる。埋

土種子と伐採前後の林床械生との類似度は，草

本では伐採前が0.198で伐採後が0.313．木本で

は伐採前が0.206で伐採後が0.349であった

(表-3)。埋土種子と伐採前の植生の類似度は，

草本，木本ともに0.2前後の低い値をとり，地

止の植生と埋土種子では，極構成がかなり異な

っていることを示していた。伐採前と伐採後の

植生の類似度は草本が0.689．木本が0.721と向

く，伐採前の出現極が伐採後も残っていること

が窺われた。ただし，」:1吐樋J亀と伐採後の'1姓

の類似度は，伐採前に比べて11,11f本，木本ともに

高くなったことから，ｊＩＭＭ１肝に111来する極が

地上の植生として出現し、その変化に関Iｊして

いることが示唆された。
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図－３種子散布様式別の埋土種子の出現種数

3.2埋土種子と伐採前の林床植生

林床植生の出現頻度上位5種は，木本では，

伐採前がエゾアジサイ、ウリノキ．オオバクロ

モジ．モミジイチゴ，フユイチゴ，伐採後がア

カメガシワ，エゾアジサイ，カラスザンショウ，

オオバクロモジ，ヒメコウゾであった。草本で

は，伐採前がリョウメンシダ，チヂミザサ，ド

クダミ，テンニンソウ，シケシダ．伐採後がス

スキ，チヂミザサ，タケニグサ，ヒメムカシヨ

モギ，イノコズチであった。

蝿上純一ｆとして検'111,された価のうち伐採前の

林床'1ＭﾐにもIIiIi現していたものは，水本ではエ

ゾアジサイ，オオバクロモジ，クサギなどで１８

砿''１７種，’'１r水ではチヂミザサ，ドクダミ．イ

ノコズチなどで29種1119種であった。これに対

し，伐採後の林床柚ﾉkには，皿ｔ種子として検

出された木本18種'''15種，敢木29種ili21種が出

現していた。埋土種子と林床柚生の‘価構成の類

似性を評価するために，次式で表される

Sorensen（1948）の類似商ＱＳ（以下，類似度

という）を川いた。

OS＝2α/(2α+6+c）
ただし，αは二つのサンプルの両方に出現す

る禰数，６，ｃはそれぞれどちらかのサンプルに

3.3埋土種子と調査地周辺の木本

調査地周辺20ｍ～50ｍの範IﾉI:|にある胸高iIll冒径

5ｃｍ以上の木本は，本数の多かった順に，ヤマ

モミジ115本，スギ48本，ハクウンポク４６本，

クマシデ44本，ウワミズザクラ38本などであり．

合計49種610本を確認した（表-2)。１１１土種子と

して検出された高木性の木木8種では全て．周

辺に胸高直径5ｃｍ以上の成木が存在していた。

このことから．伐採範|Ｍ周辺の椛成砿が埋_'二種

子となり，更新に電要な役割を果たす可能性が
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表－３埋土種子，伐採前植生，伐採後植生における種構成の類似度

伐採前林床植生伐採後林床植生

埋土種子

伐採前林床植生

0．１９８

０．２０６

上段は草本，下段は木本を示す

考えられた。

今回の調査で，スギ人工林における埋土種子

の種子密度と種構成についていくつかの知見を

得たが，埋土種子が更新に果たす役割を明らか

にするためには，さらに多くのスギ林での調査

事例を蓄積する必要があると考えられる。
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表－２埋土種子，林床植生，周辺の成木の種構成
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食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
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食
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食
食
食
食
食
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食

風
風
被
被
被
被
被
被
被
被
被
被
風
風
被
風
被
被
被
被
風
被
被
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風
被
被
被
被
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風
被
被
被
被
風
風
被
被
自
被
被
被
被
風
被
風
被
被
風

７
６

１
１
９
７
６
５
２
２

48.6

45.7

25.7

20.0

17.1

14.3
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１
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３
６
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1４

１７

３

５
４
１

２
１
１
６
４
３
３
２
２
１
１

埋土種子
伐採前植生

伐採後植生
周辺の成木

密度

182.9

０
８
４

５
４
３
８
１
２
１
４
７
１
３
１
６

９
３
１
６

７
５
２
１
８
３
２
１
１
１
１

３

２１

2７

高木小計 種数
８

２５

３３

４３

個数
6４



(表・2続き)

種名
種子

埋土種子
林床植生の 周辺の

散布様式a 出現類度e 成木本数f

個数b 密度C 類度d 伐採前 伐採後

低木 エソ.1γサイ 風 190 542.9 63 78 84 
タニウツキ. 風 145 414.3 83 38 8 
キ7'シ 被食 29 82.9 51 44 10 
ヒメコウソや 被食 7 20.0 17 71 
サンショウ 被食 3 8.6 6 32 3 
ヤマハキー 重力 l 2.9 3 2 
キイチコー属sp 58 165. 7 60 
ウリノキ 被食 71 70 1 
モミγイチコ' 被食 40 54 
ヒメ7オキ 被食 31 9 
ハナイカター 被食 24 23 
ユキ11'.キ 重力 20 13 
t7.コゥγ 被食 10 3 
チャ:j;.，/(t 重力 4 4 
タンナサワ7~キ' 被食 3 4 
ハイイ1.'/(t 被食 3 2 
ニワトコ 被食 2 6 
コマユミ 被食 2 
サナシt7'rマリ 被食 10 
ムラサキマユミ 被食
タマ7γサイ 風
クマイチコ' 被食 62 
イ1.;rンショウ 被食 2 
クマTナキー 被食 1 
エソ・ュfリハ 被食
ハイイヌツゲ 被食
1/ハシハーミ 被食 9 
オオ11Jハーナ 被食 1 
ノリウッr 風 1 

低木小計 種数 個数 密度
埋土種子 7 433 1237.1 
伐採前植生 16 
伐採後植生 24 
周辺の成木 7 

藤本 ヤマγドウ 被食 2.9 3 1 
マタタヒー 被食 2.9 3 
7ユイチコφ 被食 40 49 
イ?j(ラミ 風 37 26 
ツタウルシ 被食 23 22 
キ1.タ 被食 9 8 
サルトIJイハーラ 被食 7 10 
ミヤママタタヒー 被食 6 11 
マ17"サ 被食 3 2 
7シ' 自動 2 
サンカク1"}レ 被食 l 2 
ミ1J'.1tt" 被食 1 
ツタ 被食
ツルウメモドキ 被食 4 
サルナシ 被食 2 

藤本小計 種数 個数 密度
埋土種子 3 3 8.6 
伐採前植生 11 
伐採後植生 13 
周辺の成木 。

28 



ル
や

ｐ
シ
余

Ｓ
ウ
タ
マ

科
．
、
泡
ピ
↑
ン
、
グ
ど

イ
ウ
そ
、
ソ
ｐ
サ
ｐ
タ
７
－
７
ｙ
ツ
ウ
”
柄
ウ
研
ハ
ラ
、
カ

ー

．
．
舟
”
ず
獅
恥
岬
サ
ミ
吋
キ
ザ
サ
対
、
ソ
ゲ
バ
Ｓ
、
ｐ
ｐ
ｐ
Ｓ
・
ソ
ゥ
ハ
ワ
サ
・
ソ
ロ
ン
ソ
チ
ナ
ョ
ソ
う
・
７
．
ル
ゥ
タ
．

、
、
、恥

鉦
抽
榊
派
帽
亦
雑
榊
榊
岬
祢
榊
証
悔
鋤
稚
群
〆
押
榊
ｗ
怖
い
砺
榊
儲
僻
州
州
岬
詞
榊
岬
岬
榊
州
津
錘
榊
罰
榊
祁
岬
僻
榊
州
酎
癖
祁
呼
称
》
沸
岬
》
州

(表-2続き）

食
風
貯
風

林床植生の

出現頻度ｅ

種子

散布様式ａ

周辺の

成木本数ｆ
種名 埋土種子

９
４
０
０
７
７
６
１
１
４
９
１
３
１

４
７
２
４
１
５
２
１
６
６
１
１
９
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
６
３
４
１
９
６

1100.0

322.9

137.1

122.9

117.’

94.3

37.1

20.0

14.3

14.3

14.3

14.3

8.6

5.7

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

2.9

151.4

57.1

57.1

20.0

14.3

8.6

個数ｂ密度ｃ 頻度。 伐採後伐採前

７
３
９
５
４
５

３
４
２
２
２
６
１
９
３
１
１

草本
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６
６

１
２
２
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１
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０
０
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動
動
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動
動
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風
風
自
風
風
風
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頻度．

(表-2続き）

林床植生の

出現頻度ｅ

種子

散布様式ａ

周辺の

成木本数ｆ
種名 埋十種子

(草本続き

食
食
着
食
食
食
動
食
食
動
着
着
食
食
食
着
着
食
食
力
力
力
食
食
力
食
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貯
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風
風
風
風
風
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自
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風
風
風
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付
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風
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付
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風
風
風
風
風
風
被
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付
風
付
風
風
貯
風
貯
重
重
風
重
貯
貯
重
被
風

個数ｂ密度ｃ
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伐採前伐採後
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草本小計

(表-2続き）

個数
825

林床植生の

出現頻度ｅ

種子

散布様式蘭埋土種子
周辺の

成木本数ｆ
種名

埋土種子

伐採前植生
伐採後植生

合計

個数ｂ密度ｃ頻度。伐採前伐採後

種数
47

119

180

49

(草本続き）
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理十種子
伐採前植生
伐採後植生
周辺の成木

密度
2357.1

3１

科，属はそれぞれ1種として数えた

個数
1325

密度
3785.6

ａ
ｂ
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
９

中西(1994)を参考にした
35個の土壌試料から発生した個数の合計

合計個数(b)÷（表面積100c㎡×35箇所）（個/㎡）
出現箇所数÷調査箇所数（35）×１００（%）

出現箇所数÷調査箇所数（伐採前は１０９，伐採後は１０５）×１００
調査地周辺20m～50mの範囲に存在したDBH≧5cmの幹の本数

(%）


